
１．件名：福島第一原子力発電所陸側遮水壁におけるブラインタンク水位低下に係る 

面談 

２．日時：令和２年１月９日（木）１３時３０分～１４時１０分 

３．場所：原子力規制庁９階会議室 

４．出席者 

原子力規制庁  

原子力規制部 東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

知見主任安全審査官、松井安全審査官、田上係員 

東京電力ホールディングス株式会社  

福島第一廃炉推進カンパニー プロジェクト計画部 担当３名 

               

５．要旨 

○東京電力ホールディングス株式会社から、令和元年１２月２６日に発生した福島

第一原子力発電所の陸側遮水壁におけるブラインタンク（２Ａ／２Ｂ）の水位低

下事象について、資料に基づき説明があった。 

 事象の概要及び対応に係る時系列 
 令和元年１２月２７日に凍結管１８９０-６Ｔよりブラインが漏えいしてい
ることを確認し、ヘッダー管送り側のバルブの閉操作を実施。当該操作によ

りブラインタンクの水位低下は停止。 

 １２月３１日より再びブラインタンクの水位が低下傾向にあることを令和
２年１月４日に確認。 

 １月６日に凍結管１８９０-６Ｔより再びブラインが漏えいしていることを
確認。ヘッダー管戻り側のバルブの閉操作を実施し、当該凍結管を隔離。 

 当該操作後もブラインタンクの水位低下傾向が継続したため、１月８日に当
該凍結管を含めた３７本の凍結管にブラインを供給しているヘッダー配管

のバルブの閉操作を実施。 

 １月９日にブラインタンクの水位低下が停止。 
 凍結管１８９０-６Ｔにおける漏えい箇所 
 

○原子力規制庁は、上記の説明内容を確認するとともに、ブラインの漏えい箇所の

調査結果、漏えいの発生原因及び漏えい箇所に対する対応についてまとまり次第

報告することを求めた。 

 

６．その他 

・資料： 

 福島第一原子力発電所 陸側遮水壁におけるブラインタンク水位低下に
ついて 


